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⊃

ト
ヨ
タ
東
日
本
の
発
足
記
念
式
典

東
日
本
大
震
災
で
痛
手
を
負
っ
た
宮
城

県
は
、
復
旧
か
ら
復
興
へ
軸
足
を
移
し
つ

つ
、
県
土
再
興
を
確
実
に
進
め
よ
う
と
相

次
い
で
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
「
復

興
元
年
」
の
道
は
険
し
い
も
の
の
、
新
し

い
宮
城
へ
弾
み
の
付
き
そ
う
な
節
目
の
動

き
な
ど
も
見
え
て
き
た
。こ
の
特
集
で
は
、

宮
城
復
興
の
エ
ポ
ッ
ク
と
な
る
よ
う
な
局

面
を
捉
え
て
、
地
元
の
学
生
と
と
も
に
現

場
を
ル
ポ
す
る
。
学
生
た
ち
の
目
に
復
興

元
年
の
歩
み
が
ど
う
映
っ
た
の
か
、
村
井

嘉
浩
知
事
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
交
え
て

紹
介
す
る
。
１
回
目
の
テ
ー
マ
は
「
も
の

づ
く
り
」
。
小
型
車
生
産
拠
点
の
形
成
を

目
指
す
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
（
宮
城
県

大
衡
村
）
の
発
足
記
念
式
典
を
取
材
し
た
。
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⊃

村
井
知
事

学
生
と
Ｑ
＆
Ａ

宮
城
飛
躍
の
踏
み
台
で
き
た

魅
力
あ
る
地
元
企
業
を
育
成

学
生
の
質
問
に
答
え
る
村
井
知
事
‖
宮
城
県
庁

火
山

ト
ヨ
タ
東
日
本
の
本
社

が
宮
城
県
に
誕
生
し
、
「
富
県
宮

城
」
戦
略
は
新
し
い
段
階
を
迎
え

た
の
で
は
。

知
事

支
店
経
済
に
頼
る
宮
城

県
の
経
済
構
造
は
サ
ー
ビ
ス
業
な

ど
の
第
３
次
産
業
偏
重
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
し
ぼ
ん
で

し
ま
う
と
心
配
し
た
。
若
い
人
た

ち
が
移
り
住
む
に
は
第
２
次
産

業
、
も
の
づ
く
り
の
部
分
を
伸
ば

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。
外
か

ら
新
し
い
血
を
導
入
し
つ
つ
、
地

域
経
済
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
の

は
自
動
車
産
業
だ
ろ
う
と
思
い
、

誘
致
に
努
力
し
て
き
た
。
そ
れ
が

今
回
一
つ
の
形
と
な
っ
た
。
衰
退

す
る
県
経
済
を
も
の
づ
く
り
で
下

支
え
し
、
産
業
全
体
を
伸
ば
す
の

が
私
の
目
指
す
富
県
宮
城
の
考
え

方
。
そ
ん
な
宮
城
に
成
長
さ
せ
る

大
き
な
踏
み
台
が
出
来
上
が
っ

た
。日

下

若
者
が
働
き
た
く
な
る

地
元
の
中
小
企
業
を
育
て
る
考
え

は
あ
る
の
か
。

知
事

若
者
は
将
来
性
が
あ

り
、
魅
力
の
あ
る
会
社
を
選
ぼ
う

と
す
る
。
そ
う
い
う
地
元
企
業
を

育
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
例

を
挙
げ
る
と
、
自
動
車
産
業
が
来

た
こ
と
で
非
常
に
伸
び
て
い
る
企

業
が
あ
る
。
コ
ス
ト
を
考
え
る
と

部
品
の
地
元
調
達
は
重
要
。
自
動

車
産
業
が
大
き
く
な
れ
ば
、
魅
力

あ
る
地
元
企
業
が
増
え
て
い
く
。

火
山

技
術
の
高
い
企
業
を
誘

致
す
る
施
策
は
。

知
事

立
地
奨
励
金
や
、
不
動

産
取
得
税
の
減
免
が
あ
る
。
さ
ら

に
復
興
特
区
で
法
人
事
業
税
、
固

定
資
産
税
の
減
免
も
あ
り
、
そ
う

し
た
優
遇
措
置
を
組
み
合
わ
せ

る
。火

山

新
技
術
開
発
で
は
大
学

の
活
用
が
大
切
で
は
。

知
事

日
本
が
生
き
残
る
た
め

に
は
、
付
加
価
値
を
高
め
る
こ
と

だ
。
そ
の
た
め
に
は
産
学
連
携
が

重
要
だ
し
、
企
業
も
宮
城
の
大
学

の
頭
脳
に
期
待
し
て
い
る
。

日
下

県
の
目
指
す
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
と
自
動
車
産
業

と
の
関
連
は
。

知
事

ト
ヨ
タ
は
先
進
的
な
環

境
配
慮
型
企
業
で
あ
り
、
宮
城
の

工
場
に
天
然
ガ
ス
に
よ
る
自
前
の

発
電
装
置
を
持
っ
て
い
る
。
余
熱

で
パ
プ
リ
カ
を
生
産
す
る
工
場
も

あ
る
ほ
ど
だ
。
次
世
代
を
担
う
燃

料
電
池
車
も
バ
ス
で
の
実
用
化
を

考
え
て
い
る
と
聞
い
た
。
水
素
を

燃
料
と
す
る
燃
料
電
池
車
は
、
燃

料
供
給
場
所
の
問
題
が
ク
リ
ア
さ

れ
れ
ば
、
実
用
化
に
近
づ
く
だ
け

に
県
と
し
て
も
後
押
し
し
た
い
。
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２
社
長
が
決
意
表
明

７
月
１
日
誕
生
し
た
ト
ヨ
タ

東
日
本
の
発
足
記
念
式
典
は
同

月

日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
ウ

ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
仙
台
で
開

か
れ
た
。
取
材
に
は
、
東
北
大

の
大
学
院
経
済
学
研
究
科
２
年

火
山
裕
貴
さ
ん

と
、
経
済

学
部
３
年
日
下
大
輔
さ
ん

が
同
行
し
た
。

式
典
で
あ
い
さ
つ
し
た
ト
ヨ

タ
東
日
本
の
白
根
武
史
社
長

は
、
生
産
の
主
力
に
な
る
小
型

車
（
コ
ン
パ
ク
ト
カ
ー
）
に
つ

い
て
「
環
境
意
識
の
高
ま
り
な

ど
で
、
世
界
中
の
メ
ー
カ
ー
が

し
の
ぎ
を
削
る
最
激
戦
市
場
に

な
る
」
と
展
望
し
た
。

そ
の
上
で
「
現
場
の
技
能
の

高
さ
を
生
か
し
、
１
歩
も
２
歩

も
先
を
行
く
車
造
り
で
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
」
「
製
造
か
ら
開

発
ま
で
コ
ン
パ
ク
ト
カ
ー
の
グ

ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し

た
い
」
と
、
東
北
を
生
産
拠
点

に
位
置
付
け
る
方
向
性
を
示
し

た
。祝

辞
を
述
べ
た
ト
ヨ
タ
自
動

車
の
豊
田
章
男
社
長
は
、
自
動

車
産
業
の
将
来
に
つ
い
て
「
成

熟
産
業
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

新
興
国
を
は
じ
め
と
し
て
今
後

も
着
実
に
成
長
す
る
」
「
裾
野

の
広
い
産
業
で
あ
り
、
日
本
、

東
北
で
生
産
す
る
こ
と
で
雇
用

が
生
ま
れ
、
技
術
開
発
も
進

む
」
と
可
能
性
に
自
信
を
見

せ
た
。

豊
田
社
長
は
東
日
本
大
震
災

に
触
れ
「
車
造
り
を
通
じ
て
勇

気
と
元
気
を
示
し
、
東
北
の
未

来
を
つ
く
り
た
い
」
「
東
北
の

復
興
な
く
し
て
日
本
の
復
興
は

な
い
。
ト
ヨ
タ
東
日
本
が
そ
の

原
動
力
に
な
る
」
と
力
強
く
述

べ
た
。

社
長
２
人
の
ス
ピ
ー
チ
を
聞

い
た
火
山
さ
ん
は
「
ト
ヨ
タ
関

連
３
社
の
統
合
に
よ
っ
て
東
北

に
大
き
な
会
社
が
で
き
た
こ
と

を
実
感
し
た
。
東
北
と
自
動
車

産
業
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
け

れ
ど
、
一
緒
に
復
興
し
、
成
長

し
て
い
こ
う
と
い
う
意
気
込
み

を
感
じ
た
」
と
話
し
た
。

式
典
に
は
張
富
士
夫
会
長
ら

ト
ヨ
タ
の
幹
部
や
グ
ル
ー
プ
各

社
の
代
表
、東
北
各
県
の
知
事
、

経
済
、
大
学
関
係
者
ら
約
２
８

０
人
が
出
席
。
取
材
す
る
マ
ス

コ
ミ
関
係
者
は

社
、
約

人

に
上
っ
た
。
式
典
後
、
２
社
長

と
各
県
知
事
ら
は
マ
ス
コ
ミ
の

個
別
取
材
に
も
応
じ
た
。

取
材
陣
の
多
さ
に
圧
倒
さ
れ

た
と
い
う
日
下
さ
ん
は
「
新
会

社
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ

が
、
報
道
陣
の
数
に
も
表
れ
て

い
る
の
か
な
と
思
っ
た
。
パ
ー

テ
ィ
ー
全
体
の
熱
い
雰
囲
気
、

取
材
へ
の
受
け
答
え
な
ど
か
ら

も
ト
ヨ
タ
東
日
本
に
対
す
る
期

待
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
た
」
と

述
べ
た
。

宮
城
の
支
援
重
要
に

震
災
復
興
計
画
に
「
も
の
づ

く
り
産
業
の
早
期
復
興
」
を
掲

げ
る
宮
城
県
に
と
っ
て
、
自
動

車
関
連
産
業
の
振
興
支
援
が
さ

ら
に
重
要
性
を
増
す
。
産
学
官

で
組
織
す
る
「
み
や
ぎ
自
動

車
産
業
振
興
協
議
会
」
で
は
、

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
地
元
企
業

の
人
材
育
成
や
技
術
開
発
を
支

援
し
、
参
入
へ
の
加
速
化
を
図

る
。ト

ヨ
タ
東
日
本
は
、
関
東
自

動
車
工
業
（
神
奈
川
県
横
須
賀

市
）、セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
（
宮

城
県
大
衡
村
）
、
ト
ヨ
タ
自
動

車
東
北
（
同
県
大
和
町
）
が
合

併
し
た
。
ト
ヨ
タ
は
東
北
を
中

部
、
北
部
九
州
に
次
ぐ
国
内
第

３
の
生
産
拠
点
に
据
え
る
。
完

成
工
場
は
静
岡
県
内
を
含
め
３

カ
所
。
う
ち
岩
手
工
場
（
岩
手

県
金
ケ
崎
町
）
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
「
ア
ク
ア
」
、
本
社
の
あ

る
宮
城
大
衡
工
場
は
「
カ
ロ
ー

ラ
」
な
ど
を
製
造
す
る
。
全
体

の
年
間
生
産
能
力
は
合
わ
せ
て

約

万
台
。

パ
ー
テ
ィ
ー
終
了
後
、
記
者
の
質
問
に
答
え
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
豊
田
章
男
社
長
（
右
）
と
ト
ヨ
タ
東
日

本
の
白
根
武
史
社
長
‖
７
月

日
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
仙
台

新シリーズ 学生同行ル

ポ 復興元年 弾み付く宮

城 は 本年度内に７回程度

を予定しており 来年３月

まで各月第１日曜日の河北

新報朝刊に掲載します 次

回９月のテーマは 交通イ

ンフラ を予定しています

企画は河北新報社事業部

協力は宮城県震災復興・企

画部
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裾
野
の
広
い
自
動
車
産
業
が
宮
城
県
に

根
付
き
、
成
長
す
れ
ば
復
興
の
大
き
な
一

歩
に
な
る
と
感
じ
た
。
ト
ヨ
タ
東
日
本
と

い
う
中
心
と
な
る
企
業
の
発
足
で
、
特
に

雇
用
の
面
で
大
き
な
効
果
が
生
ま
れ
る
。

若
い
世
代
が
働
く
場
を
得
る
こ
と
は
、
宮

城
県
を
成
長
さ
せ
る
力
に
も
な
る
。

雇
用
面
で
効
果
生
ま
れ
る

東
北
大
大
学
院
経
済
学
研
究
科
２
年

火
山
裕
貴
さ
ん

ト
ヨ
タ
東
日
本
の
発
足
は
東
北
の
産
業

構
造
を
変
え
る
第
一
歩
に
な
る
と
思
う
。

会
社
の
意
気
込
み
や
地
域
の
期
待
を
肌
で

感
じ
た
。
知
事
が
ど
ん
な
こ
と
も
「
復
興

の
た
め
に
」
と
考
え
て
い
る
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
将
来
は

社
会
に
役
立
つ
仕
事
を
し
た
い
。

東
北
の
産
業
構
造
変
え
る

東
北
大
経
済
学
部
３
年

日
下
大
輔
さ
ん

平成２４年( 年)８月５日(日曜日) (２６)平成２４年( 年)８月５日(日曜日) (２６)

(C)河北新報社


